
市場環境

36 GS YUASA Report 2025 37GS YUASA Report 2025

Section 02 価値創造に向けた「全社戦略」 Section 01 Section 02 Section 03 Section 04 Section 05

価値創造に向けた
「全社戦略」

ＧＳユアサの「価値創造」
～価値を生み出す着実な進化～

価値創造に向けた
「事業・技術戦略」

価値創造を支える
「基盤」

コーポレートデータ
目
次
に
戻
る

　需要拡大とお客様からの高い信頼を基盤に、当社への需要が拡大しており、生産能力を超える引き合いが年々増加傾向にあ
ります。そのため、需要に応えるための供給能力の増強が課題です。さらなる製品やサービス力の向上を図るとともに、生産能
力拡大にも取り組み、将来的には海外における生産拠点の構築や各地域における教育計画も含めた海外展開も検討してい
ます。第七次中期経営計画期間には、より具体的な方向性を明らかにしていく方針です。

　需要拡大とお客様からの高い信頼を基盤に、当社への需要が拡大しており、生産能力を超える引き合いが年々増加傾向にあ
ります。そのため、需要に応えるための供給能力の増強が課題です。さらなる製品やサービス力の向上を図るとともに、生産能
力拡大にも取り組み、将来的には海外における生産拠点の構築や各地域における教育計画も含めた海外展開も検討してい
ます。第七次中期経営計画期間には、より具体的な方向性を明らかにしていく方針です。

GSユアサの強み
　当社はお客様のさまざまなニーズに対し
て、QCDS（Q：クオリティ、C：コスト、D：デリ
バリー、S：サービス）すべての観点におい
て、高水準でお応えしており、この対応力こ
そが当社の強みです。

Q C
D S

製品性能に対する徹底したこだわり

■ 安全性（高水準の製造品質の維持・向上および安全設計）
■ 約20年の運用に耐えうる長寿命体制
■ 高効率な充放電性能

ハイコストパフォーマンス

■ お客様のニーズを汲み取り、低コストと品質の両立

厳格な工程管理とバックアップ体制
■ タイトな工程計画も遂行し、
不測の事態にも対応するバックアッププランを策定

■ 不具合発生時も最短で解決策を明示し、
常に生産し続けられる体制を構築

アフターサービスとお客様との信頼関係

■ 遠隔監視システムにて安心感を提供
■ ネットワークとフットワークで全国各地に拠点を持ち、
24時間365日駆けつけられるサービス体制

特集 1

高品質
納入後の
アフター
サービス

コスト
パフォーマンス

QCDS向上への取り組み

2024年度に生産ライン改造によ
る生産能力増強を図り、セル組み
立て能力が1ライン当たり30％
向上

リチウムイオン電池事業部・産業
電池電源事業部の部門内での生
産実績・納期に関しての緊密な情
報共有をもとに、臨機応変な生
産対応を継続

工程・歩留まり改善のための活動
を部門横断で実施し、2024年度
は極板製造工程の製造条件を変
更し、品質向上を実現　

　さらなるQCDSの向上に向けて、電池生産部門であるリチウムイオン電池事業部が主導で生産改善に取り組んでいます。

■ 政府の再生可能エネルギー関連の予算（一部）

再エネ電源併設型蓄電池支援

東京都系統用蓄電池補助金

系統用蓄電池補助金

継続予定（期間未定）

2030年まで

2026年まで
2027年まで

（注）支援額は国庫債務負担を含む3年間の総額

内容等 時期

160億円／0.5GWh

130億円／0.6GWh

400億円／1.3GWh
400億円／1.3GWh

支援額等

1 2 3

カーボンニュートラル実現に向けた
常用分野の取り組み

　常用分野とは、再生可能エネルギーやエネルギーマネジメントなどにおいて、常時の充放電に使用される用途のことです。
現在は、風力・太陽光発電といった再生可能エネルギーにおいて、当社の蓄電池製品がキーデバイスとして需給バランス調整
の役割を担っています。さらに、送配電を担う変電所や、大規模工場、ビル、住宅、鉄道など、電力を使用する多様な施設や移動
手段からの需要が拡大しており、当社の貢献分野も一層広がりを見せています。
　常用分野における蓄電池の主な活用方法として、①再エネ併設用、②系統用、③需要家用の3つがあります。

　常用分野とは、再生可能エネルギーやエネルギーマネジメントなどにおいて、常時の充放電に使用される用途のことです。
現在は、風力・太陽光発電といった再生可能エネルギーにおいて、当社の蓄電池製品がキーデバイスとして需給バランス調整
の役割を担っています。さらに、送配電を担う変電所や、大規模工場、ビル、住宅、鉄道など、電力を使用する多様な施設や移動
手段からの需要が拡大しており、当社の貢献分野も一層広がりを見せています。
　常用分野における蓄電池の主な活用方法として、①再エネ併設用、②系統用、③需要家用の3つがあります。

常用分野とは

①再エネ併設用
再エネ電源の変動を

蓄電池にて安定化（調整力）

需要家（家庭）

③需要家用 電気代削減、BCP

a.卸電力市場：電力量（kWh価値）

b.需給調整市場：調整力（ΔkW価値）

c.容量市場：供給力（kW価値）
※長期脱炭素電源オークション含む

アグリゲーター※

EV等

産業用
蓄電池10～200MWh

再エネ電源

1～10MWh
需要家（工場）

　地球規模での環境課題解決に向け、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みが加速しています。なかでも再生可能エ
ネルギーの活用は、カーボンニュートラル実現に不可欠な要素であり、近年では、再生可能エネルギー導入拡大に伴う電力供
給の安定化が非常に重視されています。こうした背景のもと、常用分野における需要は急速に高まっており、国からの補助金な
ど政策的支援も追い風となっています。
　当社としても、この流れを機会と捉え、産業電池電源事業の常用分野を成長ドライバーの一つと位置付けて積極的に事業を
推進しています。本特集では、当社の常用分野の取り組みについてご紹介します。

　地球規模での環境課題解決に向け、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みが加速しています。なかでも再生可能エ
ネルギーの活用は、カーボンニュートラル実現に不可欠な要素であり、近年では、再生可能エネルギー導入拡大に伴う電力供
給の安定化が非常に重視されています。こうした背景のもと、常用分野における需要は急速に高まっており、国からの補助金な
ど政策的支援も追い風となっています。
　当社としても、この流れを機会と捉え、産業電池電源事業の常用分野を成長ドライバーの一つと位置付けて積極的に事業を
推進しています。本特集では、当社の常用分野の取り組みについてご紹介します。

（注）経済産業省 蓄電池産業戦略検討官民協議会「蓄電池産業戦略」をもとに作成
※需要家の需要量を制御して電力の需要と供給を保つため、電力会社と需要家と
　の間でバランスをコントロールする事業者のこと。

系統用
蓄電池

10～200MWh

②系統用 電力市場取引

グリッド
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　ＧＳユアサ フィールディングスは、産業用蓄電池および電源システムの総合エンジ
ニアリングサービスを提供しています。当社は、資格認定した協力会社を含む1,036
名の技術スタッフを全国に配置し、ライフラインや交通機関をはじめ、多様な施設の
安定稼働を支えています。特に、台風や地震などの天災発生時には、スタッフがフット
ワークを活かして迅速に現地へ駆けつけ、仮設電源の設置や設備復旧などの緊急対
応に尽力しています。こうした機動力を活かした対応が多くのお客様から「安心でき
る」と高く評価されており、今後も変わらぬサービスの提供を目指してまいります。

　2020年7月から2021年11月まで、北海道の北豊富変電所に世界最大級の
720MWh（BEV4.5万台分）、蓄電池盤3,840面（設置面積サッカーコート2面分）
のリチウムイオン電池設備の施工を完遂しました。このプロジェクトでは、これまで
培ってきた信頼性の高い技術力および長期間のサポート力が評価され、受注に至
りました。この変電所は2023年4月から商業運転を開始しており、稼働後20年間
にわたり当社が蓄電池のメンテナンスを行います。

北海道北部風力送電㈱ 北豊富変電所向けに
世界最大級の蓄電池設備を納入

TOPIC

　当社の常用分野における高い顧客評価の背景には、不良品を限りなく0％に近づける品質管理体制があります。この強み
は、極めて厳格な品質管理が求められる車載用リチウムイオン電池事業にて培ってきたノウハウが活かされています。
　また、常用分野における製品開発において、求められている性能はBEV用と近いものの、細かな構成を入れ替えなければ求
められるパフォーマンスを発揮できません。当社では、常用分野に適した電池のレシピを約10年以上研究し、顧客のニーズを
満たす電池を販売できるようになりました。
　今後も品質の改良を続けることに加え、コストパフォーマンスの改善に向けて継続的に新製品の開発を進めます。

常用分野における品質

　非常用分野は、非常時のバックアップが主な用途であることから、通常は稼働する機会がほとんどありません。一方で、常用
分野の蓄電池は常時充放電を繰り返しながら電力調整を担うため、アフターサービスの重要性が非常に高くなります。当社で
は非常用電池の分野で培ってきたサービス力を基盤としつつ、新たな投資も行い、アフターサービスの強化を図ってきまし
た。この高品質なアフターサービスも、他社との差別化要素の一つです。

　STARELINKサービスとは、当社独自の遠隔監視技術と予測・予兆技術を駆使した保守サービスです。長期間使用される発
電設備に必須である安定稼働と最適制御を維持するため、AIやDXを用いた予防保全サービスを提供し、長期的な継続収益
を確保しています。

常用分野におけるアフターサービス

ネットワーク：STARELINK®サービス

　当社の強みは、100年以上の歴史から生み
出した、全国各地14拠点、1,036人に及ぶ保
守・メンテナンスサービス網で、当社独自の取
り組みです。業界屈指のサポート体制で、24
時間365日保守メンテナンス対応が可能で、
お客様のBCP対応にも繋がるため、当社独自
の付加価値だと認識しています。

フットワーク

■ サービスのイメージ

※1 パワーコンディショナ　※2 エネルギーマネジメントサービス

　お客様のニーズに応える品質を担保しながらも、安全性を確保した製品の開発に取り組み、高エネルギー密度の電
池開発に成功しました。通常、同製品を作る際、高エネルギー密度と高い安全性を両立することは非常に困難です。一
方、今回開発したリチウムイオン電池では、隣り合うセル同士が連爆を起こさない仕組みを構築することや、そもそも
燃えない工夫を施したことで、この両立を実現することができました。この開発はお客様のご要望に応えるものと
なっており、当社にとっても技術的に大きな前進であると捉えています。 

新製品の開発Check

顧客の声 北海道北部風力送電㈱のコメント

　世界最大級の蓄電池設備の導入にあたり、ＧＳユアサ様には当社の厳しい安全性・
信頼性の要求に真摯にご対応いただきました。特に、リチウムイオン電池の安全性が
注目される中、セルレベルからシステムレベルまで妥協のない設計を追求いただき、
NITE※での最終試験が成功した際には、ご担当者様の涙にこれまでのご苦労がにじ
み、当時の社員共々胸が熱くなりました。これにより、送電網の課題を抱える道北地
域で大規模な風力発電の導入を可能にし、カーボンニュートラルの実現に貢献でき
たことは大きな成果です。
   運用開始後も、遠隔監視は非常に緻密な設計がなされており、ＧＳユアサ様の技術
力と真摯な姿勢に深く感謝しております。

ＧＳユアサ フィールディングス担当者のコメントVOICE

EMS※2

PCS※1

お客様

GSユアサクラウドサーバー

GSユアサ

蓄電池の解析・診断レポートの提供

保守サポート・
障害連絡など

蓄電池状態・
計測情報

遠隔監視
状態監視蓄電池

遠隔監視
クラウド活用

解析•診断
AI活用

容量保証
予測技術

保守・保全
IT活用

全国にサービス拠点を設けてお
り、蓄電池設備の異常発生時には
STARELINK®サービスセンター
との連携により迅速な対応が可能

全国100カ所以上

● 直営のサービス拠点
● 子会社のサービス拠点
● 子会社以外のサービス拠点

サービス拠点

フィールドサービス網

STARELINKサービスの詳細はWebサイトをご確認ください。
▶https://ps.gs-yuasa.com/products/service/starelink/

※独立行政法人製品評価技術基盤機構

㈱ＧＳユアサ フィールディングス
関西工事部 部長
平野 義春

北海道北部風力送電㈱
代表取締役社長
住吉 亨
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主な受注・納入実績

事業者
稼働時期
出力
容量

㈱ニジオ
2026年度（予定）
25MW
50MWh

実証実験締結先
実証運用期間

機器

検証内容

大阪ガス㈱
2025年4月～2028年3月（予定）
パワーコンディショナ：500kW
リチウムイオン電池：840kWh

事業者

設置場所
運用開始時期
容量

㈱ユーラスエナジー
ホールディングス
福岡県田川市
2024年1月～
4.58MWh

事業者
稼働時期
出力
容量

坂東蓄電所1号合同会社
2025年2月～
1.96MW
7.46MWh

事業者
稼働時期
出力
容量

坂東蓄電所1号合同会社
2025年6月～
1.96MW
7.46MWh

【大阪ガス】
・蓄電池設備の運用に必要な設備の構築と敷地の提供 
・電力市場での取引を模擬した、蓄電池設備の運用管理 
【ＧＳユアサ】
・蓄電池設備の提供および運転・保守管理（O&M）対応の実施
・データに基づく機器の改造・改善の実施および検討

複数の電力市場に対応したマルチユース運用の
検証・蓄電池の特性に合わせた最適運用制御パタ
ーンおよび蓄電池設備の動作検証

役割分担

弥藤吾蓄電所イメージ図

リチウムイオン蓄電池設備外観

韮塚蓄電所イメージ図

完成イメージ　
作成：千代田化工建設㈱
（GoogleMapおよび国土
地理院の地図データを使用）

事業者
稼働時期
出力
容量

本田技研工業㈱
2024年4月～
2.6MW
20MWh

事業者

稼働時期

容量

本田技研工業㈱

2025年4月～

2MWh

㈱ニジオ 角子原パワーストレージステーション
（大分県大分市）

大阪ガス　新型パワーコンディショナ併設型蓄電池設備（大阪市此花区）

ユーラス白鳥バッテリーパーク
（福岡県田川市）

弥藤吾（やとうご）蓄電所
（埼玉県熊谷市）

事業者
稼働時期
出力
容量

ENEOS㈱
2023年度
50MW
88MWh ENEOS㈱ 室蘭事業所

ENEOS㈱ 室蘭事業所
 (北海道室蘭市)

事業者

稼働時期
出力
容量

NTTアノードエナジー㈱・
九州電力㈱・三菱商事㈱
2023年7月～
1.4MW
4.2MWh 設置イメージ

田川蓄電所（福岡県田川郡香春町）

韮塚（にらづか）蓄電所
（群馬県伊勢崎市）

本田技研工業㈱ 熊本製作所
（熊本県菊池郡大津町）

事業者
稼働時期
出力
容量

ENEOS㈱
2025年度
100MW
202MWh 大阪国際石油精製(株)千葉製油所

大阪国際石油精製㈱ 千葉製油所
（千葉県市原市）

事業者
稼働時期
出力
容量

北海道北部風力送電㈱
2023年3月～
240MW
720MWh 蓄電池設備全景

提供元：千代田化工建設㈱

北豊富変電所 
（北海道天塩郡豊富町）

本田技研工業㈱ 細江船外機工場
（静岡県浜松市）




